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交通安内
●」R線ご利用の場合

東海道本線草津駅下草

市 産 バ ス「 トレセン行く東宝ランド経由)」 及び大地蔵行北

の山下草徒歩 ……………………… …………… ………約 3分

草津駅前からタクシー…… …………… ……… ………約15分

●自家用車御利用の場合

名神高速道路 栗東インターチェンジより……………約 5分

―
表 紙 の 説 明

一

このだるまさんを横に寝かしたような図形は、

「マンデルプロート集合」という複素平面上の

集合です。この図は、f(x)=X2+cと ぃぅ単純な

式から導き出されるものですが、計算量が膨大

なため、コンピュータ利用により、はじめて視

覚化が可能となったものです。この集合は、非

常に興味深いもので、周辺を拡大してみると、

燃えさかる炎のように見えたり、宝石を螺旋状

にちりばめたような風景など、美しさに目を見

はる場所が随所にみられます。画家顔負けの仕

事です。しかし残念ながらコンピューターは、

表紙のデザインにどれを使ったらよいかは教え

てくれません。我がデザイナーの出番で、人間

の感性、感覚がここで生かされ、コンピュータ

ーと手をくみ、数々のパターンを使ってデザイ

ンを完成させました。カラーでないのが残念で

すが、デイスプレイ状では美しい色彩で表現し

てくれております。当センターデザイン部門で

は、このオリジナルを保管しております。ご来

所の折りには一度ご覧ください。

大安家具

至大津

至大津

栗東町役場

名神高速道路

インターチェン

/
至日本中央競馬会
栗東 トレーニ

工業技術
センター



■

平成元年度のセンター主要事業紹介

最近のわが国をとりまく環境は、円高、貿

易摩擦および NIES諸 国の追い上げ等きびし

い状況にあり、21世紀に向けて的確に対応 し

得る工業発展の基礎を築 くためには従来にも

増 して技術開発の推進が重要な課題でありま

す。

このような状況に対応 した県内企業の技術

水準の向上と技術開発力の強化を行い、企業

ニーズに応えるためつぎの事項を主要事業と

して実施します。

1.工業技術センターの運営を効果的に行う

ための懇話会の開催、調査研究を実施し研

究計画等を策定 します。

(1)滋賀県工業技術振興懇話会の開催

急速な技術革新に対応 した工業技術の

振興をすすめ、中・長期にわたる技術展

望を開くため滋賀県工業技術振興懇話会

を開催 し、産学官の意見・提言を得て、

本県工業技術の振興のために効果的なセ

ンター運営を行います。

(2)科学技術振興プラザの開催

産学官の交流機会と科学技術の普及啓

発をすすめるためプラザを開催 し、講演

会・シンポジウムおよび当センターの一

般公開等を行います。

(3)工業技術情報データベースネットワー

ク構築調査研究の実施

中小企業が技術開発を推進する上で必

要とする情報はより高度化、専門化およ

び融合化 しており、各公設試験研究機関

相互が広域利用できるデータベースネッ

トワーク構築が重要となっています。

このため、県内公設試験研究機関相互

のネットワーク化計画のための調査研究

を行います。

2.企業が新技術や新製品を開発するための

相談や指導に応えると共に、即存技術の向

上のための指導を行います。

(1)特別技術相談コーナーの設置

先端技術の進展に対応 した技術開発力

の向上を支援するため、各分野に技術相

談役 (大学教授)に よる特別相談コーナ

ーを開設し、企業の相談に応 じます。

(2)技術普及講習会の開催

県内中小企業への先端技術等の導入を

推進 し、地域工業技術の向上をすすめる

ため、研究成果の普及・移転を行うとと

もに、企業の実態に即 した新技術の情報

提供を行います。

3.試験・分析および研究機器を整備 し、企

業の製品開発や改善のために、依頼を受け

試験分析を行うとともに、企業に対する機

器の開放と利用者に対する技術指導さらに

は、研究業務の加速化に活用 します。

(1)試験分析の実施

企業の製品開発や改善のための試験分

析を実施し、技術開発に対する支援を行

います。

(2)試験分析機器の開放

当センターの試験分析機器を全面的に

企業に開放 し、利用者自らの技術向上に

寄与 します。また、これら設備機器の利

用促進のため、各種の機器利用技術普及

講習を開催 します。特に、融合化技術促

，
チ
　
Ｆ

科学技術講演会
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機 器 利 用

進のため国の援助により、融合化開放試

験室を設置します。

(3)試験研究機器の拡充

試験分析業務の範囲を拡大し、研究業

務の加速的推進を行い、地域企業に応え

られる工業技術の拠点としての機能を強

化するため、各種試験研究機器の一層の

整備拡充を行います。

4.既存技術や先端技術の移転を前提にした

研究開発を推進 します。

〔技術移転を中心とした研究の実施〕

多様化するニーズに適合 した新製品の

の開発や技術革新に対応 した新技術の導

入、さらには多品種少量生産における生

産の合理化、効率化等への積極的な取 り

組みが求められるとともに、近年のエレ

クトロニクス 。新素材およびバイオテク

ノロジーといった先端技術の進展に対応

した技術開発や融合化技術への対応が要

請されています。このような状況から当

センターの研究開発は中小企業を中心と

した工業界への技術移転を前提とした応

用研究に重点を置いて行うとともに、業

界からのニーズに応える技術開発を行い、

県内企業への技術面での支援を積極的に

行います。

5.図書室機能の整備および図書等の充実を

行い情報提供機能を強化します。

本県の地理的条件や、本社機能・研究

機能をもつ企業の少ないことから情報入

手面でハンディキャップがあると考えら

れ、また、昭和60年度実施の滋賀県工業

技術振興に関する調査においても技術情

報の提供に対するニーズは大企業、中小

企業の別なく非常に高いものがあること

から、専門技術図書類を充実するととも

に、図書室機能の整備を行い、情報提供

I機能を強化 します。

情 報 提 供 室

6。 人材育成、技術情報の提供および↓支術・

人的交流事業をよリー層促進するため、①

滋賀県工業技術振興協会と連携をとり事業

を行います。

(1)融合化の促進

県内の未組織企業に対する融合化の啓

発と各地で活動 している異業種交流グル

ープの相互交流と連携を強化するため融

合化センターを設置し、異分野の技術お

よび経営ノウハウを組み合わせて新規事

業を開拓する融合化を一層促進すること

で、中小企業の活性化をすすめます。

(2)中・長期研修計画の策定

現在実施している短期研修に加え、中

・長期研修を導入し、技術開発の中心と

なる幅広い知識を有する中堅技術者を養

成するため、大学教授および業界関係者

などにより研修計画を策定します。
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誌上ゼミナール
■

新しいプラスチック材料
―そのI―用途開発すすむ形状記憶プラスチック

金属やセラミックとともに、高機能性や新

規機能性の高分子材料の開発も相変らず活発

で、昨年 8月 に開催された MACR0 88 EXPO

(京都)や 11月 の第12回 日本プラスチック・

ゴム見本市 IP'88、 大阪)の盛況振 りから

もその様子がよくうかがえます。

プラスチックや高分子材料の開発としては

大まかに言って 2つの方向に分けられます。

1つ は高強度、高弾性、耐熱性に優れ金属材

料に代 りうるスーパーエンプラの開発です。

もう1つ はエレクトロニクス、光材料、セン

サー、医療用材料と言った分野において、特

殊な機能を利用しようという方向です。

前者については本紙 VЫ.4～ VO1 8に既に

登場 しているので、今回はちょっと変った機

能を持ったプラスチック、あるいはポリマー

のうち、最近注目され一部は実用段階にきて

いる 3つ の材料について 2回 に分けてお話 し

します。

(1)形状記憶プラスチック

(2)分解性プラスチック

(3)導電性ポリマー

今号では形状記憶プラスチックを取 り上げ

ます。

1.形状記憶プラスチック

形】犬記憶プラスチック   ェ

と形状記憶合金の違い

形状記憶合金は女性用下着などに使われて

身近なものになってきていますが、現在の所

は当初予想されたほどには伸びていません。

用途開発の難かしさを示す良い例と言えまし

ょう。

ここで取 り上げた形状記憶プラスチックは

名前はよく似ていますが、性質や形状記憶の

仕組などかなり違ったものと言えます。例え

ば形状の最大変化率は合金 7%に対 してプラ

スチックでは400～ 500%も 変化 します。逆に

形状回復温度は合金が-10～ 100℃ の間に設

定できるのに対 して、プラスチうクでは設定

幅は狭 くなっています。合金でもプラスチッ

クでも温めた時に、記憶 していた元の形に戻

るのは同じですが、合金では低温で柔らかく、

加熱して記憶形状に戻るときには 3倍 ぐらい

固くなります。一方プラスチックでは低温で

固く、温めるとゴム的な状態を経て記憶され

た元の形に戻るため柔らかくなります。当然

のことながら比重は合金が約6.5に対 しプラ

スチックは 1以下です。価格はプラスチック

がk9当 り5,000円 前後に対 して合金はチタン

ーニッケル系でk9当 り数十万円、将来量産化

されても数万円と言われています。

形状記憶プラスチックとは

形状記憶プラスチックとは特別新 しいもの

ではなく、普通のゴムも形状記憶の挙動を示

します。ゴムのガラス転移点 (Tg)は 室温

よりかなり低いため、ゴムに外力を加え変形

したままの状態でTg以下に冷やす と、その

ままの形で凍 りついた状態になります。これ

を再び室温 まで温めるとゴムに戻 り元の形

(輪ゴムなら丸い形)に 回復 します。形状記

憶プラスチ ックとは、このTgが室温よりや

や高い所にあるもの一一即ち常温では樹脂で

常温を少し超えた温度でゴム状 となるような

ポリマーを言います。

日本ゼオンがポリノルボルネン系の形状記

憶プラスチックの用途開発を始めたのは 6年

以上前と言われていますが、注目を集めるよ

うになったのはクラレがポリイソプレン系を

発表した一昨年頃からです。次いで旭化成工
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誌上ゼミナール

スチレン・プタジエン共重合体

ICH~CH2HCH2~CH=CH― CH2}

5m   ・
ポリウレタン

{貯
剛

宇

餅

武

却 叫 剛

持 ヽ
Ⅲ

十
NHと 0-ro―心NH R― NH幌 0/

ポリノルボルネン

｀
11くこ)/rH=CHi

トランスー1.4-ポ リイソプレン

半:善:>C=CH/CH21「

素材
分子構造

数十万分 子 量 300万 < 25万

ポリスチレン部分 高分子内の結晶部分からみ合い 加硫によ模式図

(ヨニ者む)

120℃ < 約200℃なし
形状記憶

温  度
150℃ <

結晶部分の融点以上に加熱

し、流動状態にした後、冷

やすと、その形で内部応力

がゼロになるような結晶が

成長して新しい梨橋点とな

る。

成形時に化学的に梨橋す

る。一度架橋したら再記

憶はできない。

ポリスチレンの軟化点以

上にまで加熱し、成形後

冷やすと、その形で内部

応力がゼロになるような

海島構造ができる。

形状記憶点

の形成メカ

ニズム

150℃ 以上でポリマーを

流動状態にし、高分子間

に新しいからみ合い状態

をつくる。

-30～ 60℃67℃ 60～ 90℃
形状 回復

温  度
35℃

旭化成工業 三菱重工業クラレ開発企業 日本ゼオン

5,000円 /k9 4,000円 /kg価   格 2,500～ 8,000円 /k9

業がスチレン・ブタジエン共重合体(SBR)を 、

また、三菱重工がポリウレタン系を出し現在

4種類の形状記憶プラスチックが入手可能で

す (表 1)。

後で述べます形状記憶のメカニズムから言

って、架橋点やある程度の結晶性をもつゴム

ならばそのほとんどが形状記憶機能を持ちう

ると考えられますので、今後ポリエステル系

やポリプロピレン系など各種の形状記憶プラ

スチックが出現することも十分考えられます。

形状記憶のメカニズム

現在知られている4種類の形状記憶プラス

チックの分子構造は各々異なっていますが、

形状記憶効果を発現する基本的なメカニズム

は共通しています。

表-1に 4つの形状記憶プラスチックの構

造などを示 しました。ポリノルボルネン系で

表-1 各種の形状記憶プラスチック

は分子量カリ

'常

に高 くその結果高分子同士の

絡み合い点が形成され、これが架橋と同様の

効果を示すと説明されています。このプラス

チ ックを150℃ 以上で加熟形状すると、その

時点で形成された絡み合い点力浦己憶され同時

に形状も記憶されます。今仮 りにコップの形

を考えます。この樹脂のTgは 35℃ なのでそ

れ以上では分子同志が動 きやす くなリゴム弾

性を示すようになります。この】犬態でコップ

を折 りたたみます。変形させた状態で35℃ 以

下に冷やすと高分子が凍結状態となり変形を

保ちます。しかし高分子間には元の絡み合い

の状態に戻ろうとする内部応力が残っていま

すので、35℃ 以上一一実際には50℃ 前後一一

のお湯につけるとゴム状になり元のコップに

回復 します (写真)。 ただし、「コップの形」

=「
コップを折 りたたんだ形」の変化を温度

変化だけで繰 り返す言わゆる訳方向性の形状

6



誌上ゼミナール

記憶は示 しません。これは他の形状記憶プラ

スチックでも同様ですが、一部の形状記憶合

金では可能です。

コップの形から別の異なる形を再記憶させ

るには150℃ 以上で成形 しなおせばよいので

す。一般の射出成形機が使え、成形条件等は

メーカーから示されています。

トランスー 1、 4-ポ リイソプレンは40%

の結晶部分とそれを取 り囲むアモルファス部

分からなる一種のゴムで、記憶のもとになる

架橋点の形成は成形時の加硫によっておこな

われます。従って他のプラスチックとは違い

記憶形状の変更、再記憶はできません。形成

で形状記憶 された樹脂 は結晶部分の融点

(67℃ )以上に加熱されると全体が流動性と

なり変形できます。変形状態で冷却すると結

晶化がおこり結晶/アモルファス構造となり

ます。内部応力が残っており67℃ 以上に加熱

されると記憶形状を回復 します。

SBR系では結晶性 を有するポリブタジエ

ン(PB)の 海の中にポリスチレン (PS)の 島が

浮んでいるいわゆる海島構造をとっています。

PSの軟化点は約100℃ 、PBの融点は約60℃ で

あるため、100℃ 以上で形成後に冷却すると

PS部分が結晶化 して、一定の PSの位置関

係が形成され形が記憶されます。60～ 100℃

の間では溶融 した PBの 中で PSが架楕点の

ように振る舞い、ゴム状を呈します。この時

点で変形させ60℃ 以下に冷やすとPB部分 も

結晶化 して全体が固定されます。′逆にこれを

60℃ 以上に温めるとPB部分が溶けて PSが

元の位置に戻ろうとして形を回復 します。

100℃ 以上で再成形すれば新 しい形を記憶 し

ます。

ポリウレタン系の場合 も同様に結晶/アモ

ルファス部分の 2成分により形状記憶がなさ

れます。形成には一般の射出成形機が使えま

す。この系の特徴は原料のジイソシアネート

とポリオールの構造や重合度を変えることで、

変形温度 (形状回復温度)を -30℃ から+60℃

まで巾広 く設定できることとされています。

形状記憶プラスチックは何に使えるか

以上みてきた形状記憶プラスチックはどう

いった所に使えるのか、また将来どのような

用途が考えられているのかについてみてみま

しょう。

(1)産業用…… 1つ は形状記憶プラスチッ

ク製のオートチョークを使った月ヽ型エンジン

で、既に試作されています。これは温度変化

に伴って樹脂の弾性率が変ることを利用 して、

チョークの開閉度を調整するものです。その

他自動車関係ではバンパーの試作もおこなわ

れているようです。お湯をかければ元に戻る

バンパーもできるかもしれません。温度変化

で形状が変わるラジエーターファンやオイル

パン、お湯をかければきっちり止まるホイー

ルカバー、はては温度が下がった時だけスパ

イクが表面に出てくるスパイクタイヤと言っ

たアイディアまであります。産業材料として

はパイプの接続材、内張 り材があります。例

えばパイプの補修では古いパイプの中に形状

記憶プラスチックの細い管を送 り込んでから

温度をかけて太 くするだけで簡単にできるこ

とになります。その他防火扉、梱包材料への

利用も考えられます。

(2)日 用品……形状記憶プラスチックを使

った玩具はすでにいくつか売られています。
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誌上ゼミナール
■

〔A〕 〔B〕

L/U の流れ 血液の流れ

最初の血管
の裂け目

形状記憶樹脂の筒

バ ル ー ン

お湯をかけて動きだすものや、おフロで遊ぶ

ものです。ピクニック用などアウトドア用品、

靴のかかとやつま先、眼鏡の部品、名刺 。葉

書なども候補にあがっています。また、将来

の話 しですが、形状記憶プラスチックを繊維

にすることによって、特殊な風合いを持った

服や型崩れのしない服などもできるかもしれ

ません。

(3)医療用……東京慈恵医大では形状記憶

プラスチックを使った大動脈の上血用のバル

ーンカテーテルというものが開発されていま

す (図 -1)。 これは先程述べたパイプの補

修と同じ原理で血管内に送 り込んだプラスチ

ックの筒を血管の破れた部分で膨らまして緊

急用に止血 しようとうものです。その他人工

血波の流れ
カテーテル

臓器の部分や、整形外科用では固い石ヨウギ

プスに代り、つけたままリハビリテーション

のできる柔らかいギブス、また歯科用では入

れ歯のワイヤー部分への応用が検討されてい

ます。

現在の所、再成形のしやすさやコストなど

いくつかの問題もありそうですが、今後の改

善により形状記憶点の自由な設定、変形精度

の向上、耐久性 (繰 り返し精度)の 向上が計ら

れ有望な用途も開拓されていくことでしょう。

(つづく)

参 考 文 献

日経ニューマテリアル No.54(1988,11)

技術第二科 中村吉紀

最初の血管の裂け目

血 バルーン

ガイドワイヤー

カテーテル

〔A〕 血管の内壁に裂け目ができ、ここから血管を構成している膜を
ひきはがすように血が流れ込んで、袋状に血管の側壁を膨れ上
がらせる。

(B〕 バルーンカテーテルを入れ、裂け目のところで空気でシリコー
ンゴムのパルーンを膨らませる。その後湯をカテーテルから送
り込み、血液の温度を上げて形状記憶樹脂の筒を開かせ、そこ
から血を血管に流す。

図-1 慈恵医大が開発したバルーンカテーテルの使い方
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0●替器紹介

光パワーメータ

レーザ光を含めた光の利用が注目されてい

ますが、これら光の基本量である光パワーを

測定する機器です。ファイバーや空間を通っ

た可視光 。近赤外光を光電変換素子を用いて

測定 します。また、変調光が測定できるタイ

プもあります。 本器は、光のパワーの他に

光損失や反射率の測定、光強度分布の測定等

も行えます。

センターには、この他に光の波長分布を測

定する光スペク トラムアナライザー (波長

0.60～ 1.75μ m)や基準光源、光学定盤、各

種光学部品および治具が設置されており計測

や実験等に利用されています。

光パワーメータ仕様

波長範囲 :0.38～ 1.8μ お

光パワー測定範囲 :lpW～ 10mW

表 示 :W、 dBm、 dB

アンリツ棚製 ML 910 B

光 ピークパワーメータ仕様

変調光 ICW～ l MHz

波 長 :0.63,… 。,0.94 μm

光パワー測定範囲 :10nw～ 30mW

表 示 :W

酒井硝子エンジエアリングlkltt LD 450

超音波探傷記録装置
錢

本装置は、超音波探傷装置 (USIP 12 T)

の付属装置であり、予め制御装置に走査方法

を指定することで、探傷作業が自動的に行わ

れ、その結果がリアルタイムに CRT画面上

に出力されるとともに磁気記録装置にも記録

され、欠陥レベル毎、深さ毎のカラー表示や

2次元の欠陥分布および欠陥面積率の表示等

が行えます。

対象とする測定物は各種金属、FRP、 セラ

ミック等の工業材料で、検出できる欠陥の種

類は介在物、割れ、空子と等の内部欠陥と接着

状況です。走査範囲は400mm× 300mm× 200mm

が最大 (可載重量30k9f)で、円柱形状のも

のに対応するため最大外径100mmが装着可能

なターンテーブルが設けられています。

なお、測定は何れも水中で行われ、反射法

と透過法のどちらかの測定方法を選択 します。

仕 様

適用探傷装置 :USIP 12-T

機 能 :探傷結果の磁気記録装置による保存

欠陥エコーレベルによるカラー表示

欠陥深さ別カラー表示

垂直断面 2次元表示

内部欠陥の 3次元表示

欠陥面積率の表示

リアルタイム水平断面 2次元表示

RS-232Cに よる位置情報の出力

サII崎 アドバンテック140寡と KUSS-120TS
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技術普及講習会の案内

企業の技術開発力の向上と工業技術センタ

ーの設備機器の利用を促進するため、技術普

及講習会を次の通り開催します。この講習会

●時 間 :各講習 日とも午前 9時30分～午後

4時 30分

●場 所 :滋賀県工業技術センター 研修室

●受講料 :無料

●申込先 :滋賀県工業技術センター

〒520-30 滋賀県栗太郡栗東町

上砥山232

Te1 0775-58-1500

Fax 0775-58-1373

●講習内容についての問合せ先 :

では、個々の技術についての解説と試験分析

機器を用いての実演・実習を行います。おお

いに御利用下さい。

講習会No。 1～ 6;技術第 1科 機械応用係

講習会No,7～ 9;技術第 1科 電子応用係

講習会No.10～ 1乳技術第 2科 工業材料係

0その他 :受講申込書受付順に受講者を決定

します。ただし、受講希望者多数

の時、一企業一名とする場合があ

ります。

なお、各講習会開催日の 1週間前

までに、受講の可否についてお知

らせ します。

定員対 象 機 器容内日   程No 講 習 会 名 称

三次元測定機 5名10月 2、  3、

4日 の 3日 間

図面寸法の検証等のための三次元

計測の原理とプログラム法精密測定技術

三次元

5名非接触

三次元測定機
小物部品や軟質物の画像処理によ

る非接触寸法計測手法

10月 17、 18日

の 2日 間

非接触三次元

精密測定技術

5名静歪測定機

動歪測定機
機械構造物の応力、圧力等の計測

技術。歪ゲージの使用方法
歪ゲージを利用 し

た測定技術

11月 10日

疲労試験機 5名9月 29日 機械構造物等の耐疲労強度の計測

技術
疲労強度測定技術

5名モーダル解析装置機械構造物の動特性の計測方法の

解説。動特性改善手法の考え方
10月 25日動特性解析 (モ ー

ダル解析)技術

光パワーメータ

光スペクトラルアナライザ

5名10月 24日 光の計測およびそれを応用 した測

定技術について
光測定応用技術

5名落下衝撃試験機衝撃試験規格 と衝撃試験方法耐衝撃強度

測定技術

5名妨害波測定機

耐妨害波測定機

9月 26日

10月 6日 妨害波およびシール ド効果測定技

術耐妨害波性能評価技術
8 妨害波測定技術

EMCシ ミュレータ 5名10月 19日 電子機器の耐ノイズ性評価方法

(静電気、高周波ノイズ他 )

ノイズ耐性

評価技術

5名9月 27日10 超音波探傷装置

(2次元分布) 5名9月 28日

工業材料の超音波による非破壊評

価試験技術11

超音波による2次元

欠陥分布測定技術

5名10月 12日12

5名

X線応力測定装置

10月 13日

機械構造物等の残留応力の測定方

法13

X線による

応力測定技術

ICP発光分析装置 5名10月 26、 27日

の 2日 間

高周波発光分光分析装置による液

体試料の定量分析

14 液体試料の発光分

光分析
5名9月 21日15 ガスクロマ トグラフ

5名9月 22日

有機物の分離分析技術など

16

有機物

分離分析技術

5名10月 31日17 走査型電子顕微鏡

5名11月 1日

観察方法および微小部分析方法

18

電子顕微鏡技術

10



センターニュース

技術普及講習会 受講申込書

滋賀県工業技術センター所長 殿

平成 元年  月  日

―- 11 -―

上記の者を当社における受講者として推薦します。

代 表 者 名

企 業
・主 の 推 薦 状

会 社 名

部署

氏  名

F a x

T e l

係課部

所属部署

一Ｔ住  所

従業員数 人業種

会 社 名

才 )

氏  名受 講 申 込 者

連 絡 担 当 者

(受講日  月  日～  日)

講 習 会 名 称

講 習 会 No

(コ ピーしてお使い下さい)



CfNTfR NENS

滋賀県科学技術振興プラザの開催

県内企業経営者、技術者および一般県民

●参加予定人員

約300人

●主 催

滋賀県 ・ ⑪滋賀県工業技術振興協会

●後援 (順不同)

近畿通商産業局・14D滋賀工業会 ,滋賀県

商工会議所連合会・滋賀県商工会連合会

滋賀県中小企業団体中央会・滋賀県経営

者協会・滋賀経済同友会

●内 容

科学技術記念講演会

講師帥ケンウッド社長 石坂一義氏

13:30-15 :00

グッドデザイン商品展 (10/12～ 10/20)

9 :00々-16:30

センターー般公開

昨年の振興プラザの展示            9:00～ 16:30

●日 時                     科学技術映画の上映

平成元年10月 12日 (木)  .         10:00～ 11:00、 15:00～ 16100

午前 9時～午後 4時30分           体力測定コーナー

●場 所                    10:00～ 16:30

滋賀県工業技術センター          ●参加料

栗太郡栗東町上砥山232番地          無料です。

●参加対象者

ぶ ≒ 絆 考 砕

^多
辞 お 孝 ド ユテヤ 学́ =学ラi孝ぺ 容 雰 宅 ιヾぶ 身 袢 券 孝 ポ 名 諄 本 ‐ 留 ち 孝 慕 七 ¥本 ‐ 禅 塚 路 尽 転 ¥本 ‐ 辞 孫 孝 ド 令 ¥本 ‐ 伴 ち ‐ ド 宅 学

技術・市場交流プラザ滋賀大会の開催

今 日の先端技術分野における技術革新に代

表されますように、わが国の工業をとりまく

環境の変化は大変著 しいものがあります。

こうした変化に対応 した県内企業の技術開

発力の向上と創造力を養い、産学官の交流機

会の創出と科学技術の啓発普及を目的として

「滋賀県科学技術振興プラザ」を開催 します。

ぜひ御参加下さい。

近畿地域の技術 。市場交流プラザ事業・研

究グループ等の異業種交流参加企業が、府県

の枠を越えて地域特性に応 じた多面的交流を

すすめ、経営資源の総合的交流をおこなうこ

とを目的として開催 します。

概要は次のとおりですので、関係企業はぜ

ひ参加下さい。

詳細は当センターまでお問い合わせ下さい。

●日  時

平成元年10月 20日 (金 )

午前10時45分～午後 8時

●場  所

琵琶湖ホテル 瑠璃の間、ミシガン船

(大津市柳が崎 5-35)

●参加対象者

近畿通商産業局管内の、技術・市場交流

プラザ事業参加企業 (OBグ ループを含

む。)な らびに、その他の融合化グループ

参加企業等     ィ

近畿通商産業局管内各府県、政令市職員

―- 12 -―
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●参加予定人員

約300人

●内  容

異業種交流事例発表、話のサロン、基調

講演、分科会、ミシガン船上交流パーティー

●主  催

中小企業事業団、滋賀県

●後  援 (予定)

近畿通商産業局、福井県、奈良県、京都

府、大阪府、兵庫県、和歌山県、京都市、

大阪市、神戸市ほか

o運  営

近畿プロック技術・市場交流プラザ滋賀

大会実行委員会

共同研究成果普及講習会のお知らせ

昭和63年度に中小企業庁の補助を受け、 5

つの県や市の試験研究機関で実施しました共

同研究について、その成果普及講習会を次の

とおり当センターで実施 します。内容は、食

品分野における新規の加工技術や製造工程の

改善について、先端のバイオテクノロジーや

自動化技術、また、エクス トゥルージョンク

ッキングや最近注目されている高圧利用技術

を取 り入れたもので非常にバラエティに富ん

だ内容となっています。

多数参加 していただきますようお知らせ し

ます。

言己

1。 日 時

平成元年10月 4日 (水) 午後 1時から

2.場 所

滋賀県工業技術センター 大研修室

3.共同研究テーマ 新規食品の開発および

食品製造工程の改善に関する研究

4.分担テーマおよび講師 I

l)共同研究全般について     :
工業技術院 微生物工業技術研究所

三上栄一

2)有用酵母を利用 した新製品の開発

長野県食品工業試験場  榛葉芳夫

3)食品用高分子多糖系新素材の開発に関

する研究

大阪市立工業研究所   東原昌孝

4)物性を指標とする食品製造工程の自動

化に関する研究

広島県立食品工業技術センター

平田 健

5)新加エシステムによる新規食品の開発

に関する研究

三重県工業技術センター 井上哲志

6)高圧を利用した食品の新 しい加工 。保

存技術の開発に関する研究

滋賀県工業技術センター 松本 正

様式

滋賀県工業技術センター殿

成果普及講習会に右記の

者力彰歩加します。

成果普及講習会参加申込書

平成  年  月 日

所属部課氏   名

企業名

所在地

電話 連絡者

FAX可 (0775-58-1373)

ちょつとお知らせ !

センター玄関ロビーにある公衆電話を

7月 からカード併用型に替えました。

どうぞ御利用を。

―- 13 -



CfNTfR NfNS

組織と業務内容

センターでは(財)滋賀県工業技術振興協会と協力のもとに、総合的な事業活動を推進しています。

近年の職員異動に伴い改めて全職員を紹介します。今後もセンター、協会をおおいに御利用下さい。

滋賀県工業技術センター

職貝23名

事務 4名

技術19名

科
長

（兼
）

斉
田
雄
介

平
中
　
猛

畑
　
信
夫

科
長

今
西
康
博

斉
田
雄
介

課
長

（兼
）

小
川
陽

一

課
長

（兼
）

熊
崎
昭

一
郎

三
鷲
け

童言
嘉貝

明

鸞

鐘

係
長

（兼
）

係
長
　
　
　
　
係
長

（兼
）

主
査
　
　
　
　
主
査
　
　
　
　
係
長

（兼
）
　
技
師

野
村
充
美
　
小
田
柿
寿
郎
　
井
上
嘉
明
　
河
村
安
太
郎
　
西
内
廣
志
　
本
フ
西
康
博
　
野
上
雅
彦

籟

　

簿

顧

　

錢

(財)滋賀県工業技術振興協会
職員 7名 主

事 熱
奄h

篠
原
弘
美

主
任

井
上
　
較

主
任
技
師

熊
崎
昭

一
郎

小
川
陽

一

西
,II

哲
慎| 罐

―
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センターニュース

Ⅲl

主
査
　
　
　
　
主
査
　
　
　
　
主
任
技
師
　
　
主
任
技
師
　
　
主
査
　
　
　
　
主
査
　
　
　
　
嘱
託

中
西
洋
子
　
山
本
和
好
　
川
崎
雅
生
　
月
瀬
寛

三
　
中
村
吉
紀
　
矢
田
　
稔
　
平
沢
　
逸

ゑ

簿

麟

簿

鐵

鏡

簿

畑嘱
中託

韻

顧

鎌

錢

。庶務、施設管理など

・ 試験研究の企画調整、調

査研究

・ 広報・情報提供

・ 材料、製品などの依頼試

験・分析

。開放試験機器の提供

・ 技術相談・指導

・ 技術アドバイザー派遣・

巡回指導

。技術普及講習会の開催

。研究 (技術開発)活動

・ 研究交流の推進

。庶務、経理

・ 技術研修 (講座)の開催

・ 技術セミナーの開催

・ 技術交流 (異業種など)

の推進

・ 技術情報の収集・提供

・ センター支援事業

主
任
技
師

木
村
昌
彦

技
師
　
　
　
　
技
師
　
　
　
　
主
任
技
師

桜
井
　
一浮
　
山
中
仁
敏
　
松
本
　
正

技
師

深
尾 罐

顧
技
師

那
須
喜

一

技
師

典
久
　
井
上
栄

一 鐘

嘱
託

三
輪
泰
彦
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枠
飛
び
越
え
た
交
流
を
ｒ

―

滋
賀
県
異
業
種
交
流
協
議
会
設
置
さ
れ
る
―

県
内
の
異
業
種
交
流
グ
ル
ー
プ
が
、
そ
の
グ
ル
ー

プ
の
枠
を
越
え
て
交
流
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
組
織
の

活
性
化
や
、
各
グ
ル
ー
プ
の
情
報
交
換
を
図
っ
て
い

く
た
め
、
滋
賀
県
異
業
種
交
流
連
絡
協
議
会
が
設
置

さ
れ
ま
し
た
。

さ
る
６
月
６
日
に
、
大
津
市
に
お
い
て
、
県
下
異

業
種
交
流
グ
ル
ー
プ
の
代
表
者
、
事
務
局
担
当
者
が

参
加
し
て
協
議
会
の
設
置
や
、
活
動
計
画
を
協
議
し
、

融
合
化
に
関
す
る
い
ろ
い
ろ
な
情
報
提
供
、
各
グ
ル

ー
プ
の
活
動
状
況
の
紹
介
、
グ
ル
ー
プ
間
交
流
、
代

表
者
、
事
務
局
担
当
者
の
交
流
を
行
う
こ
と
が
確
認

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
当
日
に
は
、
カ
タ
ラ
イ
ザ
ー
の

新
庄
秀
光
氏
を
交
じ
え
、
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
の
役

割
や
事
務
局
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
意
見
交
換
が
行

な
わ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
本
年
１０
月
に
滋
賀
県
で
開
催
が
予
定
さ
れ

て
い
る
、
技
術

・
市
場
交
流
プ
ラ
ザ
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク

大
会
に
も
積
極
的
に
協
力
を
し
て
行
ぐ
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

な
お
異
業
種
交
流
連
絡
協
議
会
に
参
加
し
て
い
る

各
グ
ル
ー
プ
と
事
務
局
は
別
表
の
と
お
り
で
す
。

設立年 事   務   局会   員    名 会員数

28 S. 57 1411滋 賀 工 業 会ぽ て じ や こ く ら ぶ

湖南異業種 フ ォー ラム 13 S. 60 草 津 商 工 会 議 所

S. 61 長 浜 商 工 会 議 所湖北地域経済交流 プラザ 33

21 S. 60 滋賀県中小企業団体中央会lbl近 江 て ん び ん の 会

し が ク ラ フ ト 会 11 S. 62 滋賀県中小企業団体中央会

S. 61 水 口 町 商 工 会Ro     S.     S,    '87 18

24 S. 62 愛 知 川 町 商 工 会経営者育成異業種交流研究会

経営者育成異業種交流会 21 S. 63 甲 西 町 商 工 会

高 島 町 商 工 会か い つ ぶ り '88 24 S. 63

22 S. 63 帥高島地域地場産業振興センター高 島地域異業種 交流会

29 S. 63 彦 根 商 工 会 議 所彦根異 業種交流研究会

側滋賀県工業技術振興協会カ オ ス 60 13 S, 60

18 S. 61 醐滋賀県工業技術振興協会テ  ク ノ ス  6  1

13 S. 62 側滋賀県工業技術振興協会オ ラ ク ル 62

レ イ テ ッ ク 8 8 16 S. 63 帥滋賀県工業技術振興協会

28 1H 帥滋賀県工業技術振興協会プ  ラ  ザ  8  9
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２
、
参
加
し
た
場
合
に
守
る
こ
と

い

「自
由
の
原
則
」

自
由
に
交
流
し
、
自
由
に
発
言
す
る
こ
と
、

自
由
に
行
動
す
る
こ
と
、
こ
れ
ら
自
由
が

グ
ル
ー
プ
内
で
保
証
さ
れ
る
こ
と
が
大
切

で
あ
り
ま
す
。

例

「平
等
の
原
則
」

企
業
規
模
や
参
加
さ
れ
て
い
る
方
の
年
齢

も
違

っ
て
も
、
こ
の
会
合
の
中
で
は
肩
書

き
を
は
ず
し
て
、
平
等
に
付
き
合
っ
て
い

た
だ
き
た
い
。

倒

「信
頼
の
原
則
」

飾
ら
ず
に
、
背
の
び
を
せ
ず
無
理
せ
ず
話

し
合
い
を
行
な
っ
て
い
き
、
こ
の
グ
ル
ー

プ
の
中
で
は
、
約
束
を
か
な
ら
ず
守
る
こ

と
を
信
頼
の
原
則
と
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

３
、
積
極
的
に
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と

ω
ど
ん
な
情
報
に
も
興
味
、
関
心
を
示
す

現
在
の
仕
事
に
直
接
関
係
な
い
話
の
中
に

も
、
今
の
仕
事
と
直
結
す
る
こ
と
が
可
能

な
仕
事
の
話
も
出
て
き
ま
す
。
昨
年
度
の

グ
ル
ー
プ
の
中
で
も
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
と

超
音
波
の
話
が
交
じ
わ
っ
て
製
品
を
作
る

苦
労
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
自
分
が
今
や

っ
て
い
な
い
こ
と
で
も
関
心
を
示
し
て
も

ら
い
た
い
。

例
代
理
参
加
は
で
き
る
だ
け
避
け
る

い
つ
も
参
加
す
る
人
が
違
う
と
信
頼
関
係

が
な
か
な
か
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
前
会
の

話
の
つ
づ
き
が
聞
け
な
い
な
ど
問
題
も
生

じ
ま
す
。

働
自
分
の
話
、
困
っ
て
い
る
話
を
積
極
的
に
す
る

体
験
か
ら
生
ま
れ
た
話
は
真
実
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
こ
れ
こ
う
い
う
こ
と
を
行
な
っ

た
が
、
う
ま
く
い
か
な
い
が
、
よ
い
方
法

が
な
い
だ
ろ
う
か
と
尋
ね
て
も
ら
い
た
い
。

そ
の
中
か
ら
新
し
い
話
題
や
ア
イ
デ
ア
が

生
ま
れ
て
く
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
自
分

の
話
や
困
っ
て
い
る
話
を
進
ん
で
出
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

側
工
場
を
見
せ
合
う
な
ど
お
互
い
に
よ
く
知
り

△
写
つ話

の
上
だ
け
で
は
ま
と
ま
り
に
く
い
も
の

で
す
。
互
い
の
工
場
を
知
り
合
う
こ
と
も

一
つ
の
方
法
で
す
。
こ
ん
な
こ
と
を
、
こ

の
業
種
で
は
や
っ
て
い
る
の
だ
と
い
う
こ

と
か
ら
、
新
し
い
ア
イ
デ
ア
も
生
れ
て
き

ま
す
。

働
勉
強
す
る
だ
け
で
は
駄
目
、
や
っ
て
み
る
こ
と

机
上
論
だ
け
で
は
だ
め
で
、
自
分
で
ト
ラ

イ
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

働
ノ
ミ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
交
流
も
大
切

互
い
に
酒
を
く
み
か
わ
す
こ
と
も
大
切
で

す
。
何
も
酒
だ
け
で
な
く
、
通
常
の
例
会

の
枠
を
越
え
話
を
す
る
こ
と
も
で
き
れ
ば
、

実
り
の
あ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
酒
を
く

み
か
わ
す
場
で
は
、
話
も
煮
え
ま
す
し
、

お
も
し
ろ
い
話
も
で
て
き
ま
す
。

い
目
先
的
な
メ
リ
ッ
ト
を
求
め
な
い

目
先
的
な
メ
リ
ッ
ト
を
求
め
て
も
な
か
な

か
得
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
目
先
的
な

メ
リ
ッ
ト
を
求
め
る
と
自
分
の
た
め
の
動

き
と
な
り
、
小
さ
な
メ
リ
ッ
ト
を
得
ら
れ

て
も
大
勢
か
ら
は
ず
れ
て
い
く
こ
と
と
な

り
ま
す
。
あ
せ
ら
ず
参
加
し
て
、
そ
の
中

か
ら
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
を
得
て
い
た
だ
き

た
い
。

中
小
企
業
は
日
本
の
企
業
の
９２
％
に
当
た
り
、
こ

れ
か
ら
の
日
本
の
メ
ー
カ
ー
は
中
小
企
業
の
活
躍
に

よ
っ
て
の
び
て
い
き
ま
す
。
異
業
種
交
流
の
お
も
し

ろ
さ
は
す
ば
ら
し
い
も
の
で
あ
り
、　
一
年
間
の
交
流

で
、
よ
り
実
感
的
な
も
の
と
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
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答
え
た
も
の
が
１７
％
、
活
発
で
な
い
と
回
答
し
た
も

の
が
１６
％
あ
り
ま
し
た
。
％
は
活
発
な
活
動
で
な
い

と
回
答
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
滋
賀
県
技
術

・
市

場
交
流
プ
ラ
ザ
に
参
加
し
て
活
発
な
活
動
を
行
い
、

効
果
的
な
交
流
を
行
う
上
で
の
ポ
イ
ン
ト
を
ま
と
め

て
み
ま
し
た
。

１
、
参
加
す
る
に
当
た
っ
て
の
心
構
え

側
異
業
種
交
流
と
は

「外
部
経
営
資
源
を
内
部

化
す
る
」
た
め
の
手
段

中
小
企
業
は
大
企
業
に
比
べ
規
模
が
小
さ

く
自
社
の
内
で
保
有
し
て
い
る
経
営
資
源

（メ
ー
カ
ー
で
あ
れ
ば
技
術
力
等
）
が
限

ら
れ
て
く
る
。
新
製
品
の
開
発
や
企
業
規

模
を
拡
げ
る
に
は
経
営
資
源
を
増
や
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
自
社
の
不
足

す
る
経
営
資
源
を
、
交
流
に
よ
り
埋
め
る

こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
他
社
の
資
源
を

自
社
の
も
の
に
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
。

修
ア
ン
テ
ナ
と
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
　
　
　
　
　
，

ア
ン
テ
ナ
と
は
情
報
収
集
の
手
段
で
あ
り
、

フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
は
行
動
力
の
こ
と
で
あ

り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
企
業
は
市
場
の
要

求
し
て
い
る
情
報
を
収
集
し
て
、
そ
れ
を

い
か
に
自
分
の
も
の
に
し
て
行
く
か
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

働
経
営
者
が
参
加
す
る

経
営
者
は
そ
の
会
社
の
中
で
最
も
鋭
い
情

報
収
集
力
を
も
っ
て
お
ら
れ
る
。
そ
う
い

う
方
が
会
員
で
あ
る
方
が
交
流
の
効
果
も

大
き
い
も
の
が
得
ら
れ
る
。

側
情
報
は
も
ら
さ
な
け
れ
ば
入
っ
て
こ
な
い

ま
ず
自
分
の
も
っ
て
い
る
も
の
を
出
し
、

そ
の
上
に
人
の
知
識
を
合
せ
て
新
し
い
も

の
を
つ
く

っ
て
い
く
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

平成元年度滋賀県技術・市場交流プラザ参加者
企 業 名 参 加 者 名 業 種 ・ 主 要 製 品 等

株 式 会 社 住 苦 製 作 所 若 林   正 管路機械製造販売

株 式 会 社 竹 六 商 店 田井 中 聡  明 建築資材製ど卸

日本 ユ ニ バ ーサ ル 電 機 株 式 会 社 中  出  康  夫 照 明器具設計 製造

株 式 会 社 リ ン テ ッ ク 小 野 弘 文 計測・制御機 器製造

有 限 会 社 城 津 エ ンジエ ア リ ング 岸 邊 秀 夫 機械 設計製 図 コ ンサ ルテ ィング

株 式 会社 タキ ヒヨー滋賀 セ ンタニ 渡 邊 孝 明 婦人服製造

三 和 産 業 株 式 会 社 桑 名 宏 幸 コ ンク リー トニ次製 品製造販売

光 コ ン ク リ ー トエ 業 株 式 会 社 /Jヽ  オ寸 悌  五 窯業 (コ ンクリー トニ次製品製造 )

株 式 会 社 湖 北 繊 維 工 業 所 樋  日 周 禰 産業資材基布 製造

近 畿 情 報 シ ス テ ム 株 式 会 社 井  門 一 美 情報 サ ー ビス

フ ォ と ム テ ッ ク ス 株 式 会 社 高 橋   満 合成樹脂原料 ・製品製造販売

株 式 会 社 三 島 工 作 所 宮 本 規 由 金属線加工 ・加工用機械装置

不 二 電 機 工 業 株 式 会 社 山 内 良 則 電気機械器具製造

株式 会社 市金 エ ンジニ ア リング 植 松 敏 夫 機 械 製 造

日 昌 株 式 会 社  京滋支店 吉 岡 靖 夫 産業資材 の販売

森 野 生 産 技 術 研 究 所 森 野 修 範 生 産 技 術 コ ンサ ル タ ン ト

三 弘 晒 株 式 会 社  野サH工場 乾   善  之 綿織物 の精錬 漂 白

株 式 会 社 キ タヤ マ ク ロ ー ジ ング 】ヒ  ぼJ  ,電   求貯 縫 製 加 工

旭 水 工 業 株 式 会 社 古 田 重  雄 精密機械組立

ナ ス  ト ア 株 式 会 社 野  田 卓  継 電気 (鉄鋼 )溶接 ・加工

岩 谷 化 学 工 業 株 式 会 社 原 弘 化 学 工 業

長 浜 電 工 株 式 会 社 藤 井 一 洋 電子部 品の組立

湖 南 電 機 株 式 会 社 山  中  正  之 電気 製品製造

ダ イ キ ン 電 子 部 品 株 式 会 社 造 田 弘 司 電気制御ユ ニ ッ ト製造

太 陽 鉄 工 株 式 会 社 倉 本 哲 夫 油圧 シ リンダ・空気圧機器

株 式 会 社 山 田 プ ラ ン ニ ン グ Jヒ  リII  狼圭  三二 企 画 ・ プ ラ ンニ ン グ

日本 カ ロ ラ イ ズ エ 業 株 式 会 社 オ寸  田  名S  tヨ 金属表面処理

株 式 会 社 日 本 コ ス モ テ ッ ク 田  中    紘 電子機器製造販売

株 式 会 社 大 塚 オ↓  」ヒ      勇 鉄鋼二次製品加工及 び販売
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平
成
元
年
度

技
術

田市
場
交
流
プ

ラ
ザ
発
会
さ
る
〃

さ
る
４
月
２７
日
、
平
成
元
年
度
の
滋
賀
県
技
術

・

市
場
交
流
プ
ラ
ザ
の
発
会
式
が
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー

で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
プ
ラ
ザ
は
振
興
協
会

が
事
務
局
を
行
う
５
番
目
の
グ
ル
ー
プ
で
、
過
去
最

高
の
２９
社
が
入
会
さ
れ
て
い
ま
す
。
業
種
も
機
械
加

工
、
電
気
製
品
製
造
か
ら
、
婦
人
服
製
造
、
情
報
サ

ー
ビ
ス
、
企
画
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
ま
で
広
い
分
野
が
見

ら
れ
、
地
域
も
湖
北
か
ら
の
参
加
も
あ
り
、
県
下
各

地
域
か
ら
参
加
さ
れ
て
い
ま
す
。
当
日
は
、
滋
賀
県

商
工
課
の
田
中
課
長
、
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
畑
所
長

の
挨
拶
の
後
、
会
員
の
自
己
紹
介
が
行
な
わ
れ
ま
し

た
。ま

た
当
プ
ラ
ザ
の
助
言
者
で
あ
る
森
岡
忠
美
氏
よ

り
当
会
で
の
取
り
組
み
方
に
つ
い
て
の
講
演
が
行
な

わ
れ
、
今
後

一
年
間
の
活
動
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

な
お
森
岡
氏
の
お
話
の
概
要
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

「技
術

・
市
場
交
流
プ
ラ
ザ
の
活
動
と

取
り
組
み
方
に
つ
い
て
」

助
言
者
　
森
岡
氏
の
講
演
よ
り

近
年
、
消
費
者
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
に
よ
る
多
品
種

少
量
生
産
、
発
注
先
か
ら
の
無
理
な
注
目
や
依
頼
な

ど
、
物
の
作
る
メ
ー
カ
ー
と
し
て
苦
労
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
多
い
と
思
い
ま
す
。
物
を
作
れ
ば
も
う
か
る

時
代
か
ら
、
い
い
も
の
を
い
か
に
安
く
作
る
か
と
い

う
時
代

へ
、
そ
し
て
今
日
で
は
、
市
場
の
要
求
に
合

っ
た
よ
い
も
の
を
、
安
く
つ
く
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
時
代
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。
企
業
は
３０
年
た
て
ば

２０
％
に
減
る
と
い
わ
れ
る
中
で
、
製
造
メ
ー
カ
ー
は
、

い
く
ぶ
ん
恵
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
近
年
の
商

品
の
多
様
化
が
要
求
さ
れ
て
い
る
時
代
に
、
自
分
た

ち
の
会
社
だ
け
で
、
い
い
も
の
を
作

っ
て
い
く
に
は

知
識
が
不
足
し
て
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
メ
ー
カ
ー

と
し
て
の
び
て
い
く
に
は
、
新
た
な
知
識
や
技
術
を

身
に
つ
け
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
大
メ
ー

カ
ー
で
あ
れ
ば
自
分
の
社
内
の
い
ろ
い
ろ
な
知
識
や

技
術
を
ひ
き
合
せ
て
新
製
品
を
開
発
し
て
行
く
こ
と

も
可
能
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
限
ら
れ
た
能
力
し
か

持
っ
て
い
な
い
中
小
企
業
で
は
２
１
３
の
会
社
が
手

を
結
ん
で
新
し
い
も
の
を
開
発
し
て
行
く
異
業
種
交

流
が
必
要
と
な
っ
て
来
ま
す
。
こ
の
数
年
来
異
業
種

交
流
活
動
が
さ
か
ん
に
行
わ
れ
、
昨
年
度
、
通
商
産

業
省
が
、
「融
合
化
」
政
策
と
し
て
ま
と
め
、
よ
り

具
体
化
し
て
参
り
ま
し
た
。

中
小
企
業
庁
の
デ
ー
タ
に
よ
り
ま
す
と
今
日
、
異

業
種
交
流
グ
ル
ー
プ
は

一
、
五
二
七
グ
ル
ー
プ
、
参

加
企
業
は
五
二
、
〇
四
九
社
と
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
。

昭
和
６２
年
５
月
の
調
査
で
は
約
七
〇
〇
グ
ル
ー
プ
、

２
万
社
が
参
加
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
数
年
で
グ
ル
ー
プ
数
、
企
業
数
も
２
倍
以
上
に
ふ

く
れ
て
来
ま
し
た
。
こ
の
多
く
の
グ
ル
ー
プ
の
中
で
、

活
発
に
動
い
て
い
る
と
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
回
答
し
た

グ
ル
ー
プ
は
全
体
の
６２
％
で
あ
り
、
中
間
で
あ
る
と

10



昭
和
６３
年
度

技
術
研
修
講
座
の
ま
と
め

―

評
判
の
よ
か

っ
た
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
応
用
技
術

―

本
年
度
は
１２
講
座
を
開
催
し
、
受
講
者
は
二
五
七

名
で
し
た
。

６０
年
度
に
講
座
を
開
始
し
て
か
ら
累
積

受
講
者
は
五
五
〇
名
に
も
な
り
ま
し
た
。

６３
年
度
の

受
講
者
に
つ
い
て
、
企
業
の
規
模
別
及
び
地
域
別
の

割
合
い
は
次
の
通
り
で
す
。

定
員
２０
名
の
各
講
座
に
お
い
て
、
機
器
を
使
う
実

習
の
あ
る
も
の
と
、
そ
う
で
は
な
く
単
に
講
義
を
聞

く
だ
け
で
よ
い
と
す
る
も
の
で
は
、
人
数
制
限
に
違

い
が
あ
り
、　
一
律
に
参
加
者
数
の
大
小
に
よ
っ
て
人

気
度
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
と
な
り
得
な
い
こ
と
は
言
う

ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
い
ち
お
う
参
加
者
数
の
多

い
も
の
か
ら
眺
め
て
み
ま
す
と
、

一
、
プ
ラ
ス
チ
ツ
ク
応
用
技
術
講
座
　
　
　
２７
名

二
、
自
動
化
の
た
め
の
セ
ン
サ
技
術
講
座
　
２６
名

三
、
材
料
表
面
処
理
技
術
講
座
　
　
　
　
　
２４
名

が
ベ
ス
ト
３
と
な
り
ま
す
。

逆
に
人
数
の
少
な
い
方
で
は
、

一
、
プ
ロ
グ
ラ
マ
ブ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
に
よ
る
自

動
化

・
省
力
化
技
術
入
門
　
（人
数
制
限
あ
り
）

二
、
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
応
用
技
術
（　
　
″
　
　
）

三
、
精
密
機
器
用
金
属
材
料
の
熱
処
理
技
術

と
続
い
て
い
ま
す
。

企
業
の
規
模
別
傾
向
と
し
て
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

関
係
講
座
で
大
規
模
企
業
の
参
加
が
多
い
共
通
点
が

み
ら
れ
、
新
し
い
機
械
加
工
技
術
や
セ
ン
サ
技
術
な

ど
で
逆
に
中
小
企
業
か
ら
の
参
加
が
め
だ
ち
、
企
業

ニ
ー
ズ
の
傾
向
の

一
端
を
伺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

地
域
別
に
み
た
場
合
、
セ
ン
タ
ー
に
近
い
地
域
か

ら
の
参
加
が
多
い
の
は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、

遠
隔
地
の
湖
西
、
湖
北
な
ど
か
ら
の
地
理
的
条
件
を

克
服
し
て
の
参
加
者
に
は
、
と
く
に
敬
意
を
表
し
ま

す
。
講
座
開
設
の
時
間
設
定
と
も
か
ら
み
、
あ
ら
ゆ

る
地
域
か
ら
の
参
加
を
め
ざ
し
た
改
善
が
今
後
の
検

討
課
題
で
あ
り
ま
す
。

P早 lP lP 20台 5 3q P早 lP lP 20 25 3q

受講者数 →

国大企業 図中小企業

国その他

受講者数→

圏湖商 図甲賀 国中部

国湖東 国湖北 囲湖西

地 域 別 集 計講  座  名 企業規模別集計

精密機器用金属材料の
熱処理技術

技術管理者のためのパ
ソコン

プラステ ック成形加工
技術

最 近 の セ ンサ 技 術

プログラマブルコ
ローラーによる自
・省力化技術入門

ント
動化

材 料 表 面 処 理 技 術

メカ トロニクス基礎技
術

メカ トロニクス応用技
術

新 しい機械 加工技術

プラステ ック材料の利
用技術

食 品 技 術

インターフェイス電子
回路の基礎
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短
期
大
学
の
山
田
始
教
授
の
、
「熱
処
理
さ
れ
た
強

い
材
料
、
長
持
ち
す
る
材
料
、
安
い
材
料
を
う
ま
く

選
択
し
て
、
ロ
ー
コ
ス
ト
化
に
本
講
座
を
活
用
し
て

欲
し
い
」
と
の
ご
指
導
は
、
本
講
座
の
ね
ら
い
を
適

格
に
表
現
さ
れ
た
も
の
と
思
い
ま
す
。
今
後
と
も
、

こ
の
よ
う
な
趣
旨
に
ご
理
解
を
賜
り
、
熱
処
理
技
術

者
以
外
の
方
々
に
も
ご
参
加
い
た
だ
け
れ
ば
と
念
願

し
て
い
ま
す
。

参
加
し
て
よ
か
っ
た
ゴ

―
―
ア
ン
ケ
ー
ト
よ
リ
ー
ー

一
、
研
修
参
加
の
動
機
に
つ
い
て
は

熱
処
理
技
術
を
、
よ
り
精
し
く
体
系
的
に
知
り

た
．い
と
い
う
人
が
約
９
割
を
占
め
て
お
り
ま
し
た
。

そ
の
他
、
会
社
の
仕
事
の
関
連
上
、
上
司
の
薦
め

で
と
い
う
人
が
い
ま
し
た
。

二
、
よ
く
勉
強
が
で
き
ま
し
た
か
に
対
し
て

各
自
の
事
前
の
予
測
通
り
、
よ
く
研
修
が
で
き

た
と
す
る
人
が
約
９
割
あ
り
、
参
加
目
的
に
合
致

し
た
と
評
価
す
る
人
も
約
６
割
、
し
か
し
難
か
し

か
っ
た
け
れ
ど
も
理
解
は
で
き
た
と
す
る
人
が
６

割
な
ど
、
概
し
て
好
評
で
あ
り
、
研
修
成
果
は

一

応
期
待
通
り
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
た
だ
、
参
加
者

の
経
験
、
仕
事
の
関
係
、
ニ
ー
ズ
や
興
味
の
も
ち

方
の
違
い
な
ど
か
ら
、
レ
ベ
ル
の
設
定
、
内
容
の

選
択
な
ど
を
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
に
つ
い
て
、
今

後
の
課
題
と
し
て
い
き
ま
す
。

三
、
印
象
に
残
っ
た
科
目
に
つ
い
て
は

殆
ん
ど
の
科
目
が
あ
げ
ら
れ
た
が
、
特
に
平
衡

状
態
図
の
解
説
等
を
中
心
と
し
た

「鉄
鋼
材
料
の

基
礎
」
の
講
座
が
よ
か
っ
た
と
す
る
人
、
ま
と
め

と
質
疑
の

「実
践
熱
処
理

″
Ｑ
＆
Ａ
と

で
、
大

ベ
テ
ラ
ン
大
和
久
先
生
の
納
得
の
い
く
説
明
に
感

動
し
た
と
す
る
人
、
破
断
面
の
結
晶
構
造
の
状
態

か
ら
原
因
な
ど
を
推
定
す
る

「金
属
破
断
面
の
見

方
」
は
実
用
的
な
講
座
で
あ

っ
た
と
す
る
人
が
多

く
あ
り
ま
し
た
。

四
、
研
修
の
今
後
の
あ
り
方
等
に
つ
い
て
は

今
後
、
独
自
に
研
究
会
を
組
織
し
て
、
こ
れ
を

機
会
に
さ
ら
に
知
識
を
深
め
た
い
と
す
る
人
が
多

く
あ
り
、
ま
た
、
当
面
す
る
問
題
点
を
も
ち
寄

っ

て
討
論
会
を
開
い
て
は
い
か
が
か
と
か
、
参
加
者

ど
う
し
の
情
報
交
換
を
さ
ら
に
活
発
に
進
め
た
い

と
か
い
う
意
見
が
多
く
、
研
修
会
の
も
つ
、
も
う

一
つ
の
交
流
の
ね
ら
い
の

一
端
を
伺
う
こ
と
が
で

き
た
の
も
主
催
者
と
し
て
は
嬉
し
い
限
り
で
あ
り

ま
し
た
。

協
会
と
し
て
は
、
技
術
者
交
流
を
大
き
な
運
営

の
柱
の
ひ
と
つ
と
考
え
て
い
ま
す
が
、
昨
年
ニ
ュ

ー
マ
テ
リ
ア
ル
研
究
会
を
組
織
し
ま
し
た
が
、
今

年
も
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
研
究
会
を
発
足
さ
せ
た
い

も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
各
位
の
ご
協
力
を
お

願
い
致
し
ま
す
。
参
加
さ
れ
た
方
々
の
研
修
の
場

か
ら
、
さ
ら
に
大
き
な
交
流
の
輪
に
ま
で
ひ
ろ
げ

ら
れ
た
ら
、
何
と
す
ば
ら
し
い
発
展
で
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。

熱心な参加者―熱処理講座 (実習)



平
成
元
年
度

今
年
も
、
好
評
の
う
ち
に
本
年
第

一
回

（通
算
第

３９
期
）
の

「金
属
材
料
の
熱
処
理
講
座
」
を
終
え
、

引
き
続
い
て

「
パ
ソ
コ
ン
講
座
」
、
「プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

加
工
技
術
講
座
」
…
…
と
駒
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

受
講
希
望
者
が
多
く
、
止
む
を
得
ず
定
員
を
オ
ー

押
一中絆
・

技
術
研
修
講
座
ス
タ
ー
ト
〃

―

研
修
か
ら
、
交
流
の
場
に
発
展
を

―

金属表面観察―熱処理講座 (実習)

バ
ー
し
た
講
座
が
あ
り
、
主
催
者
と
し
て
は
悲
喜
こ

も
ご
も
の
複
雑
な
気
持
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
実
習
機

器
の
台
数
に
限
り
が
あ
る
為
、
不
本
意
な
が
ら
お
断

り
し
た
方
も
あ
り
、
ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま
し

た
点
、
お
詫
び
致
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
・

本
講
座
は
、
皆
様
の
ご
要
求
の
あ
る
限
り
継
続
し

て
、
毎
年
繰
り
返
し
て
開
催
す
る
予
定
で
お
り
ま
す

の
で
、
受
講
で
き
な
か
っ
た
方
は
次
回
の
受
講
を
切

望
す
る
次
第
で
す
。

こ
れ
ら
の
講
座
の
Ｐ
Ｒ
に
つ
い
て
は
、
研
修
カ
リ

キ

ュ
ラ
ム
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
み
で
は
不
充
分
に
思

わ
れ
ま
す
の
で
、
漸
次
、
各
講
座
の
内
容
等
に
つ
い

て
い
ろ
／
ヽ
な
角
度
か
ら
ご
紹
介
し
て
い
く
計
画
で

す
の
で
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

金
属
材
料
の
熱
処
理
技
術
講
座
の
紹
介

本
講
座
は
、
熱
処
理
加
工
を
す
る
技
術
者
の
為
ば

か
り
で
な
く
、
熱
処
理
さ
れ
た
金
属
材
料
を
使
う
技

術
者
に
も
非
常
に
有
用
な
講
座
で
す
。
ど
ん
な
工
場

で
も
鉄
は
使
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
す
べ
て
の
鉄
は
熱

処
理
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
ら
を
取
り
扱
う
技

術
者
に
と
っ
て
の
基
礎
知
識
と
し
て
本
講
座
は
非
常

に
有
益
と
思
わ
れ
ま
す
。
講
師
の

一
人
で
あ
る
滋
賀

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
、
多
数
の
御
参
加
を
得
ま
し

た
。
又
第
２７
回
は
話
題
に
な

っ
て
い
た
遠
赤
外
線

の
テ
ー
マ
で
過
去
最
高
の
参
加
者
数
と
な
り
ま
し

た
。

技術セミナーの企業別 年度別 参加者の変動

昭和60年度      61年 度

圏 中小企業  □ その他

参

加

　

者

　

数

63年度62年度

目 大企業



６３
年
度
科
学
技
術
セ
ミ
ナ
ー
を
顧
み
て

９
回
開
催

・
参
加
者
７３３
名

当
協
会
が
主
催
す
る

「科
学
技
術
セ
ミ
ナ
ー
」
は

６０
年
度
よ
リ
ス
タ
ー
ト
し
、
昨
年
度
末
で
第
２９
回
を

迎
え
ま
し
た
。

講
師
も
斯
界
の
第

一
人
者
の
方
々
を
招
聘
し
て
お

り
、
企
業
に
役
立
つ
最
新
の
技
術
情
報
を
的
確
に
提

供
す
る
こ
と
を
モ
ッ
ト
ー
と
し
て
お
り
ま
す
。

3周年記念セミナー

参
加
者
も

年
々
増
加
し
、

６３
年
度
は
７３３

名
と
な
り
、

ス
タ
ー
ト
以

来
の
累
積
参

加
人
数
は
２

５
７
４
名
に

も

な

り

ま

し

た

。ス
タ
ー
ト

以
来
中
小
企

業
の
方
々
の

参
加
が
増
加

し
て
お
り
ま

す
が
、
特
に

６３
年
度
は
大

巾
に
増
加
し

ま
し
た
。

第
２５
回
は

科
学
技
術
セ

ミ
ナ
ー
開
始

３
周
年
記
念

事業規規模別の参加者
国 大企業  国 中小企業  □ その他

テーマ別63年度

日刊工業新聞4L大 阪支社

編集局長 杉本 好正 氏
棚ニ ッショー総合研究所長

石田 靖也 氏

。連 られる産業構造調整 と

企業経営について
。医療の高度化にともなう

商品開発について

最近の経済動向

と商品開発のあ

り方

第29回

2 27

滋賀大学教授

鞠
　
鞄

本
ム
部

日
テ
本

法雲 俊邑 氏
&Cビジネスシス

多田 昌弘 氏

・ 高度情報化 とアメニテ ィ

文化

・ 情報ネ ットワークの現状
と将来への発展

21世紀に向けて

の情報戦略
第28回

1  27

日本フエロー隙常務取締役
大失 克吉 氏

東京都立工業技術センター

主任研究員 笹森 宣文 氏

・ 違赤タト線商品について
。遠赤クト線応用の基礎技術

遠赤外線

応用技術 2題
第27回

63

12 14

立命館大学理工学部教授

花房 秀郎 氏

松下電器産業備生産技術本部

井上 利勅 氏

・ ロボ ′卜技術の動向と先
端技術の取 り組み方

。消費者ニーズの変化とロ

ボット FA技 術

ロボット・ FA
と先端技術

第26回

63

11 24

三菱電機帥中央研究所長

伊藤 利朗 氏
三菱電榔抑生産技術研究所参事

山屋 恵章 氏

製品開発の創造的発想法
(3周年記念)

技術開発の新 し
い考え方

第25回

63

9 6

通商産業省機械情報産業局
鋳鍛造品課長 橋本 久義 氏

・ バルプ素材の今後 と経営
について

(彦根市で開催 )

技術開発の動向
と中小企業戦略

第24回

63

8 31

松下電器産業齢エアコン事業部
主任技師 亀田 宗雄 氏

ザ 'パ ック伸マーケティング本部

副本部長 松)H 正 氏
'多

期 に
ダウン戦略

写薯繁蓉
め

シ ミュレー
よるコス ト

るパーケー

先端技術による
パ ッケージの企

業戦略

第23回

63

7 26

働大阪科学技術センター,属 ニューマテ
リアルセンター所長 村上陽太郎氏
アルメタックス帥理事

麓  恵次郎 氏

新素材の研究開発・応用
と問題点

産業界における新素材の

重要度

新素材の研究

開発と応用
第22回

63

6 17

59

55

121

80

47

大阪市立大学工学部教授

志水 英二 氏
帥 ミッ トヨ計測技術研究所
主任研究員 大田 成賢 氏

・ 光 コンピューターの現状
とその将来

・ 光 を利用 した非接触計測
の現状 と今後について

オプトエレクト
ロニクス題

第21回

63

5 26

作 者

‐
―

数
５０

‐

講 師1寅 題回



平成元年度 科学技術セミナー計画

演 題 講 師No 開催日 ア マ

超先端加エシステム技術研究組

合研究開発部長 吾妻 健国氏

超先端加エシステム技術 と励起
エネルギ●ビーム加工技術

豊田工機株式会社第五研究開発

部長      鈴木  弘氏

３０

回

5月

26日

超先端加エシステム技術の最前

線

超精密加工とその評価技術

高性能高分子材料の開発動向
東レ株式会社高分子研究所所長

片岡 俊郎氏

大阪大学工学部教授

吉野 勝美氏

３‐

回

6月

20日
最近の機能性材料とその用途 エ レクトロニクス・オプ トエレ

ク トロニクスと最近の機能性材

料

法政大学工学部助教授

廣田  薫氏
ファジィ理論とその応用

ファジィ制御の事例紹介

立石電機株式会社中央研究所
Fプロジェク トチーム担当

斉藤 至昭氏

３２

回

7月

27日

ファジィ理論の企業への適応 と

その応用

滋賀大学名誉教授

森  俊治氏

国内外の「商品戦略と研究開発」

の事例

積水化学工業株式会社
総合開発室長  大久保尚武氏

３３

回

8月

30日

企業戦略と技術開発

米原町、滋賀県立文化産業交流

会館で開催
差別化ポイントの明快な製品開

発

龍谷大学理工学部教授
上條 栄治氏

セラミックスの接合技術に関す
る研究動向

３４

回
9月
13日

ファインセラミックスの開発動
向とその利用

ファインセラミックスの開発動

向

日本特殊陶業 (株)顧問 福井工

業大学教授   福浦 雄飛氏

未  定
３５

回

11月

予定

(仮題 )

技術革新 と中小企業の対応

一湖西地域で開催―

先端技術分野における著 しい技

術革新の進展がみられる中、機

動性を有する中小企業が、技術

革新の成果の活用 ときめ細かな

対応を行い、新製品の開発や製

品の高性能・高付加価値化を達

成するための道を探 ります。

高度に情報化が進んだ今 日にお
いて、企業経営における情報の

持つ役割が一段 と高まりつつあ
る。このような中で企業におけ
る技術情報システムはどうある
べきかを提言します。

未  定
３６

回

平成
2年
1月

予定

(仮題 )

高度情報化時代 と技術情報シス

テム

バイオテクノロジーが次の世紀
における科学技術の中核の 1つ
を担うといわれていますが、こ

こではバイオ技術の応用とその

展開を示 します。

未   定
３７

回

2月

予定

(仮題 )

バイオテクノロジーの応用技術
とその課題

5



度
化
に
寄
与
す
る
。

組
合
の
研
究
開
発
項
目

１
．
超
先
端
加
工
装
置
技
術

の
研
究
開
発

①
　
エ
キ
シ
マ
レ
ー
ザ
技
術

材
料
の
表
面
高
品
位
化
等
に
用
い
る
短
波
長

エ
キ
シ
マ
レ
ー
ザ
の
大
出
力
化
、
超
寿
命
化
、

ビ
ー
ム
制
御
、
安
定
化
等
の
技
術
の
研
究
開
発
。

超
先
端
製
品

（ダ
イ
ア
モ
ン
ド
薄
膜
。
ニ
ュ

ー
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
、
高
温
超
電
導
材
料
等
の
新

素
材
お
よ
び
６４
Ｍ
ヴ
イ
超
々
Ｌ
Ｓ
Ｉ
の
半
導
体
）

を
工
業
的
に
実
用
化
す
る
た
め
、
そ
の
加
工
技

術
と
し
て
不
可
欠
な
紫
外
線
レ
ー
ザ
で
あ
る
エ

キ
シ
マ
レ
ー
ザ
装
置
技
術
の
研
究
開
発
を
６
組

合
員
で
分
担
実
施
す
る
。　
　
　
　
　
　
フ

エ
キ
シ
マ

Ｏ
Ａ
中ヨ
①こ

と
は
Ｄ
ｘ
庁
ａ
口
日
‐

Ｒ
を
略
し
た
も
の
で
、
励
起
状
態
で
の
み
存

在
す
る
分
子
で
、
も
と
の
状
態
に
戻
る
時
に
レ

ー
ザ
を
発
生
す
る
。
こ
れ
ま
で
の
加
工
に
用
い

ら
れ
て
き
た
工
業
用
レ
ー
ザ
は
、
主
と
し
て
赤

外
域
の
レ
ー
ザ
で
、
材
料
を
熱
に
よ
り
加
工
し

て
来
た
「
こ
れ
に
対
し
て
エ
キ
シ
マ
レ
ー
ザ
は
、

紫
外
域
の
光
で
、
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
分
子
を

光
分
解
す
る
ほ
ど
高
い
。
例
え
ば
、
炭
化
水
素

ガ
ス
を
分
解
し
て
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
状
薄
膜
を

コ
ー
テ
ィ
ン
グ
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
こ
の
よ

う
に
エ
キ
シ
マ
レ
ー
ザ
光
に
よ
り
対
象
物
の
表

面
で
反
応
材
料
ガ
ス
を
光
分
解
し
て
、
化
学
反

応
を
量
子
レ
ベ
ル
で
制
御
す
る
こ
と
で
、
こ
れ

ま
で
の
高
温
プ
ロ
セ
ス
で
は
不
可
能
だ
っ
た
超

微
細
加
工
や
、
異
な
る
物
質
の
積
層
、
表
面
処

理
な
ど
を
可
能
に
す
る
。

②
　
イ
オ
ン
ピ
ー
ム
技
術

材
料
の
高
速
表
層
改
質
、
表
面
高
機
能
化
等

に
用
い
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
イ
オ
ン
ビ
ー
ム
の
イ
オ

ン
種
の
多
様
化
、
イ
オ
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
広
域

化
、
ビ
ー
ム
サ
イ
ズ
の
大
面
積
化
と
高
収
東
化
、

イ
オ
ン
ビ
ー
ム
の
複
合
化
等
の
研
究
開
発
。

イ
オ
ン
ビ
ー
ム
は
、
種
々
の
元
素
を
イ
オ
ン

化
し
、
電
界
を
か
け
て
加
速
し
て
得
ら
れ
る
励

起
ピ
ー
ム
で
あ
る
。
電
子
ビ
ー
ム
や
レ
ー
ザ
ビ

ー
ム
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
だ
け
で
あ
る
の
に
対
し
、

イ
オ
ン
ピ
ー
ム
は
、
そ
れ
自
身
が
エ
ネ
ル
ギ
ー

源
で
あ
る
と
同
時
に
物
質
源
で
あ
る
と
い
う
、

大
き
な
特
徴
を
持
っ
て
い
る
。
■
不
ル
ギ
ー
強

度
を
制
御
し
て
イ
オ
ン
注
入
を
行
う
こ
と
に
よ

り
、
対
象
物
質
の
任
意
の
深
さ
に
、
バ
ル
ク
材

と
は
組
成
の
異
な
る
改
質
層
を
創
成
し
た
り
、

異
種
物
質
か
ら
な
る
多
層
積
層
構
造
や
、
高
機

能
薄
膜
な
ど
を
作
る
こ
と
が
出
来
る
。
又
、
イ

オ
ン
ビ
ー
ム
が
物
質
中
で
散
乱
さ
れ
に
く
い
性

質
を
利
用
し
て
、
寸
法
精
度
の
高
い
微
細
加
工

も
可
能
と
な
る
。

③
　
超
精
密
機
械
加
工
装
置
技
術

三
次
元
複
雑
形
状
の
部
品
を
高
能
率
、
高
精

度
に
加
工
で
き
る
超
精
密
機
械
加
工
装
置
技
術

の
開
発
。

超
精
密
加
工
装
置
と
は
、
三
次
元
的
に
複
雑

な
形
状
物
を
、
切
削
加
工
等
に
よ
っ
て
高
精
度
、

高
能
率
に
加
工
で
き
る
装
置
で
あ
る
。
サ
ブ
ナ

ノ
メ
ー
タ
オ
ー
ダ
の
加
工
精
度
で
超
精
密
加
工

を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
機
械
工
学
、
電
気
電

子
工
学
、
材
料
科
学
、
光
学
、
シ
ス
テ
ム
エ
学

な
ど
、
広
範
な
分
野
に
わ
た
る
、
先
端
的
な
固

有
技
術
を
総
合
化
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
に

よ
っ
て
、
形
状
精
度
、
表
面
粗
さ
、
主
軸
回
転

精
度
、
案
内
精
度
等
の
飛
躍
的
な
向
上
が
可
能

に
な
る
。
本
プ
ロ
ジ

エ
ク
ト
で
は
、
新
素
材
を

用
い
た
高
剛
性

・
低
熱
変
形
機
体
構
造
の
開
発
、

高
剛
性
切
削
工
具
の
開
発
、
高
速
度
位
置
決
め

制
御
技
術
、
被
切
削
物
の
非
接
触
計
測
、
高
速

フ
ィ
ー
ド
バ
ラ
ク
制
御
加
工
技
術
な
ど
、
広
範

囲
な
課
題
の
研
究
開
発
を
行
う
。

２
．
超
先
端
加
工
技
術
の
研
究
開
発

エ
キ
シ
マ
レ
ー
ザ
、
イ
オ
ン
ビ
ー
ム
お
よ
び
超

精
密
機
械
加
工
装
置
を
用
い
た
超
先
端
加
工
技
術

の
開
発
。

３
．
支
援
技
術

の
研
究
開
発

超
先
端
加
工
を
支
援
す
る
超
精
密
計
測
評
価
技

術
の
開
発
。

４
．
ト
ー
タ
ル
シ
ス
テ
ム
技
術

の
研
究
開
発

超
先
端
加
エ
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
た
め
の
シ

ス
テ
ム
概
念
設
計
、
超
先
端
加
エ
シ
ス
テ
ム
総
合

試
験
を
行
う
。



超
先
端
加
エ
シ
ス
テ
ム
と
は

従
来
の
加
工
技
術
で
は
不
可
能
な
超
精
密
加
工
、

超
微
細
加
工
お
よ
び
超
高
品
位
表
面
加
工
を

一
貫
し

て
行
い
、
超
精
密
機
械
部
品
、
電
子
部
品
等
の
加
工

を
可
能
と
す
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
エ

キ
シ
マ
レ
ー
ザ
ー
、
イ
オ
ン
ビ
ー
ム
か
ら
な
る
高
密

度

・
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ー
ム
、
超
精
密
機
械
加
工
装

置
と
こ
れ
ら
を
用
い
た
高
度
な
加
工
技
術
お
よ
び
こ

れ
を
支
援
す
る
た
め
の
技
術
等
で
あ
る
。
そ
の
狙
う

加
工
精
度
は
従
来
よ
り
２
桁
高
い
も
の
で
あ
る
。

超先端加エシステムの狙つている精度

エ
レ

械
代
機

世
作

新
工

波

及

効

果

超
先
端
加
エ
シ
ス
テ
ム
は
高
密
度

・
高
エ
ネ
ル
ギ

ー
ビ
ー
ム
技
術
と
超
精
密
機
械
加
工
技
術
を
結
合
し

た
こ
れ
ま
で
に
な
い
総
合
技
術
で
あ
り
、
先
端
技
術

分
野
に
共
通
な
技
術
で
あ
る
た
め
、
極
め
て
広
範
囲

な
波
及
効
果
を
有
し
、
経
済
社
会
の
効
率
の
著
し
い

向
上
と
先
端
産
業
の
発
展
を
通
じ
、
産
業
構
造
の
高

用
子

Ｒ
格

０
析

ニ
ク
ス
雰
野

分

超
先
端
加
工
技
術

従   来目   標

加 工 精 度 0,1御 (107m) 10 μm

l μm表 面 粗 さ 0.01 μm(100A)

表面の膜厚精度 0.001 μm 0.lμm

組 成 の ば らつ き 1% 10%

～0.05 μm分成 長 速 度 l μm/分

複合機能 LSI

圧縮機

天体望遠鏡
超高温
ガスタービンザ

Ｄ
超徹動

超平滑化
篭卒談徹銃

超精密
機械要素

超精密
密
元
器

補
次
定

超
三
測

金 型
超徴小領域
表面分析装置

バ
セ

生体適合性
高分子
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坪t

平

成

元

年

度

科
學
臓
飼
セ
ミ
ウ
日

輪
閣
δ

第
３０
回

「超
先
端
加
エ
シ
ス
テ
ム
技
術
の
最
前
線
」
よ
り

″超
先
端
加
エ
シ
ス
テ
ム
技
術
と

励
起
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ー
ム
加
工
技
術
々

超
先
端
加
エ
シ
る
ア
ム
技
術
研
究
組
合

研
究
開
発
部
長
　

五
口
　

妻

　

健

超
先
端
加
エ
シ
ス
テ
ム

技
術
組
合
の
概
要

２．
世
紀
の
産
業
の
技
術
基
盤
と
し
て
、
サ
ブ
ナ
ノ

メ
ー
タ
精
度
の
超
先
端
加
工
技
術
の
進
歩
が
期
待
さ

れ
て
い
る
。

そ
こ
で
各
分
野
の
研
究
機
関
で
進
め
ら
れ
て
い
た

研
究
開
発
を
組
織
的
か
つ
効
率
的
に
発
展
さ
せ
、
有

機
的
に
活
用
す
る
た
め
に
、
通
産
省
工
業
技
術
院
の

大
型
プ
ロ
ジ

エ
ク
ト
制
度
に
よ
り
昭
和
６．
年
度
に

「超
先
端
加
エ
シ
ス
テ
ム
技
術
組
合
」
が
結
成
さ
れ

た
。
研
究
開
発
期
間
は
８
年
間
で
あ
る
。

研
究
開
発
の
委
託
先
は
１８
社
３
団
体
の
組
合
員
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
開
発
テ
ー
マ
を
分
担
す
る
。

初
め
て
大
阪
に
、
組
合
事
務
局
が
設
立
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